
　第21回神戸国際宝飾展
（IJK）が、5月17日～19日の3
日間、神戸国際展示場で開催
され、過去最高の約2000名
の海外バイヤーが来場し、“こ
れだけインバウンドが盛況な
ら来年は出展を検討するか！”
と視察に訪れた関係者が口に
するほど活況を見せた。
　初日のテープカットには、国
内外の宝飾関係者46名が参
加し、華 し々く開幕したことか
らもわかるように、低迷する業
界を少しでも盛り上げようと、
有力関係者招致の一環とし
て、盛大に行われている。参加
した小売店は仕入れを行って
おり、良いきっかけとなってい

ると言え、これをうまく活用するかは小売
店でも出展者でも考え方次第である。
　第１回目として企画された「西日本
ジュエリーショップ大賞」［3面に掲載］
では、小売店を表彰するのみでなく、国
内市場の活性化を目的に、多くの小売
店が会場に足を運び、出展者との商談
などに繋げるための仕組みづくりとの
考えを色濃く出そうとしていた。
　出展者からは、「ただ来場者が増え
るだけではなく、売上が伸びなければ

意味がない」との正論の声がいつの時
代も聞えてくるが、市場の変化が激し
い状況においては“なにが売れるか”
“どうしたら良いのか”“新しい仕掛けは
どこにあるのか”など、迷いや不安が多
いはず。それを象徴するかのように、最
近ではどの展示会においてもセミナー
や講演会は満員となり、新しい情報を
求めている傾向が強い。
　今回の特別講演としては、阪急百貨
店における「売れるアクセサリーの傾
向」と題し、㈱阪急百貨店の大野りま
氏が講演。目的買い以外の顧客を如
何に取り込むかを課題に挙げ、新規顧
客獲得には、生活に寄り添ったアイテ
ムをすすめた。実際に売れた打ち出し
としては、①つなぐジュエリー（心理的
価値）、②メッセージジュエリー（3月の
ホワイトデーなど）、③アイテム（物の価
値だけではなく、コーディネートなどで

紹介）とした。そ
して、売れてい
るブランドの特
徴は、ターゲッ
トが明確であ
り、ニーズを捉

え、アイテムに特徴があるとした。
　言うのは簡単であるものの、難しくも
実行が大切。③のアイテムを、モノから
コトへの販売に習い、使い方の提案を
表現することで、売上が前年比10％伸
びたという。
　また、㈱AP社長兼AWDCアント
ワープダイヤモンド大使の石田茂之氏

は、「輝きの提案
で売上増！ダイヤ
モンドの新しい販
売方法」と題した
講演の中で、現代

の時代背景として、カルティエ（天然
石）とスワロフスキー（クリスタル）が人
気ランキングで競い合う時代であるこ
とに目を向けるべきだと指摘。またティ
ファニーが独自鑑定をすすめ、シンメト
リー鑑定を取り込む点を解説。いずれ
は人間の目では見えない（測れない、
識別できない）ミクロンまでを機械で
測定できる時代を見据えたとき、これま
でのダイヤモンド販売で活用してきた
“鑑定書”が今後も同じように活用でき
るのかを問い掛けた。最新情報として
は、今年の9月の香港フェアで、4Ｃ全て
を鑑定できる機械が発表される予定と
し、ダイヤモンドの新しい販売方法が
世界的に動き出しているという。石田氏
が日本市場で懸念している点は、4Cと
いうダイヤモンドの希少性を軽視した、
ペーパーに頼った販売によって、専門
店が専門知識を失い価格競争に陥っ
たこと。それらを解消するためにも、明
確な基準が設けられる4Cの機械によ
る判別と、新たな基準となる「輝きの測
定」が、これからの新しい販売方法に
加わるとし、差別化できる方法だとの
情報を共有した。

　㈱ジェイボックス代表兼ラヴァーグ
ジュエリースクール学校長の松尾琢磨
氏は「本当は教えたくない手作りサー
ビスで新規客を獲得する方法」と題し
た講演で、冒頭「本当に教えたくない」
と述べたが、それは自分が実践して確
かめたことだからである。ジュエリース
クールで人を育てる傍ら、自分でも小
売店を持ち卸売業も営んでいる。昔は
否定的だった手作り結婚指輪を実践
した。それは年商1億5000万円の手作
り指輪専門の小売店を知ったからだ。
視察時はいつも賑わっていたそうだ。
はじめはお金に余裕がない人が集まる
ばかりだと考えていたそうだが、実践し
てわかったことは、富裕層も集まってく
るということ。そして強みは、「ブランド
力がいらない」「商圏が限定される」
「ECでは販売できない商品」を挙げ
た。それらに加え、販売スタッフだけで
もできる理由として「高すぎる技術は求
められていない」「大切なことは二人で
作る」「必要な工具は2つだけ」であり、
結婚指輪に限定する必要もなく、「二
人で作るネックレス」「ペアリング」「パ
パ・ママが作るベビーリング」などと素
敵な時間をいくらでも提供できる点を
挙げた。詳細は、松尾氏に問い合わせ
ると教えてくれるはずだ。

　今年のIJKの来場者数は、12091名
（初日6872名／3098名／2121名）
と、昨年より708名増えた。過去最高と
なった海外バイヤー数の影響が大き
かったものの、グローバル化する時代
を捉えることも必要。また、IJK最大の
目的は国内市場の活性化にあり、活動
の一つ一つが好循環となることが望ま
れる。
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　2018年は5月
16日～18日、同
会場での開催を
予定している。
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業界をリードするべき団体の衰退化
総会時期に入った。各団体は新たな方針を発表（3面参照）しはじめたものの、業界をリードするべき団体からの
力強い方針や提言などは聞こえてこない。それもそのはず、ほとんどの代表は重任。メンバーも減ることはあっても
新規がいない。自身の会社の前進もままならない状況の中では、“ボランティア化”する団体に熱は入らないのか。
少なくとも贅沢品販売に必要不可欠となる“明日を夢見られる希望や情熱”だけでも打ち出してもらいたいものだ
。日本ジュエリー協会の総会は6月20日開催と遅い日程となっている。
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